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16 小節は，楽曲の第 1 主旋律であり，楽曲の
主要調であるハミング調を呈している．その
後の 14～20 小節は，第 1 主旋律の変奏が繰り
返され，主題を補強する役割を果たしている．
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1 拍は，楽曲本体の第 1 部分を構成し，45～































































































































































































り続ける）（郭大烈・和志武 1999年 p.340 ） 
・『観舞魔』の「篳篥声凄楚，白题悲且歌」（訳：
哀愁に満ちた篳篥の音色に合わせ,悲しい歌を
歌う）（郭大烈・和志武 1999年 p.341 ） 






















































































































［23］Helen Rees（ヘレン・リース）「Echoes of 
History――NAXI MUSIC IN MODERN 

















演団，1988   
［30］楊曽烈『麗江文史資料――納西族“波抜”源
流及改革』麗江納西古楽展演団，1988 
［29］楊曽烈『麗江文史資料――麗江洞経音楽調
査』麗江県政協文史資料委員会，1991 
［31］和雲峰『納西族音楽史』中央音楽大学出版
社，2004 
［32］和鳳偉「解読木府」『玉龍山』編集部出版，
2005 
 
 
